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●特別養護老人ホーム 貴船園 
 TEL  (083)223-0261 FAX  (083)223-0271 

●貴船園ショートステイ 
 TEL  (083)223-0261 FAX  (083)223-0271 

●貴船園デイサービスセンター 
 TEL  (083)223-0265 FAX  (083)223-0271 

基本理念 

「救療済生」の精神に基づき、心のかよう質の
高い福祉を提供します 

１ 利用者の意思や人格を尊重し、利用者の 
   立場に立った福祉サービスを提供します 

２ 明るい笑顔と誠実な態度で接し、利用者や 
   家族が住みなれた地域の中で、安心して 
   生活できるよう支援します 

３ 一人ひとりが専門職としての倫理と誇りを 
   持ち、常に知識・技術の向上のため研鑽に 
   努めます 

４ 地域社会との連携を図り、地域とともに歩 
   む施設を目指します 

基本方針 

 

「
貴
船
園
に
お
伺
い
し
て
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

浜
木
綿
コ
ー
ラ
ス
代
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是
石
昌
代
様 

 

今
年
で
結
成
二
十
九
年
に
な
る
浜
木
綿
コ
ー
ラ

ス
で
す
。
『
ひ
っ
そ
り
と
控
え
め
で
い
て
華
や

か
』
な
下
関
市
花
、
浜
木
綿
に
ち
な
ん
で
『
浜
木

綿
コ
ー
ラ
ス
』
と
名
付
け
ま
し
た
。
会
員
の
健
康

を
第
一
に
考
え
合
唱
を
通
じ
て
、
各
自
の
音
楽
性

を
高
め
親
睦
を
図
る
と
共
に
、
地
域
の
音
楽
文
化

の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
発
足
し

ま
し
た
。
勝
山
公
民
館
の
活
動
で
あ
る
勝
山
文
化

復
興
会
の
春
の
舞
台
、
ま
た
勝
山
文
化
産
業
祭
、

秋
の
行
事
。
下
関
女
声
合
唱
連
盟
の
キ
ラ
キ
ラ
コ

ン
サ
ー
ト
と
下
関
市
芸
術
祭
参
加
の
秋
の
大
会
と

活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
中
で
誰
に
で
も

来
る
老
い
に
向
っ
て
、
前
向
き
に
社
会
と
係
わ
り

を
持
な
が
ら
コ
ー
ラ
ス
が
出
来
た
ら
と
の
思
い
で

貴
船
園
に
お
伺
い
す
る
事
に
し
ま
し
た
。 
 

初
め
て
の
時
は
、
ホ
ー
ル
に
大
勢
の
方
達
が
集

ま
っ
て
下
さ
り
、
皆
で
と
て
も
緊
張
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
尋
常
小
学
唱
歌
、
童
謡
、
戦
後
の
ラ

ジ
オ
歌
謡
等
、
団
員
が
皆
様
と
手
を
繋
い
だ
り
肩

に
手
を
、
ま
た
顔
を
見
な
が
ら
一
緒
に
声
を
出
し

て
歌
い
ま
し
た
。
が
中
で
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に
寝

た
ま
ま
会
場
に
来
ら
れ
た
方
が
重
い
口
を
思
い
出

を
辿
る
様
に
歌
っ
て
下
さ
り
、
そ
の
目
か
ら
涙
が

溢
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
方
の
想
い
が
、
伝

わ
っ
て
来
ま
し
た
。
「
良
か
っ
た
」
心
が
通
じ
た

と
、
手
を
握
り
返
し
微
笑
み
を
下
さ
っ
た
の
で
す
。 

 

重
い
病
い
と
の
戦
い
の
中
で
、
歌
の
力
を
こ
れ

程
、
感
じ
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
の
間
だ
け

で
も
、
心
を
通
わ
せ
る
事
が
出
来
た
ら
、
こ
ん
な

に
、
嬉
し
い
事
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

貴
船
園
さ
ん
に
行
け
る
事
を
、
心
の
支
え
に
団
員

皆
喜
び
な
の
で
す
。
感
謝
し
ま
す
。 

浜木綿コーラスの皆様 
記念撮影 

 

毎
月
開
催
さ
れ
る
貴
船
園
誕
生
会
に
は
、
地
域
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
様
々
な
グ
ル
ー
プ
・
団
体
の
皆
様
に
、

歌
や
舞
踊
、
楽
器
演
奏
等
の
披
露
に
よ
り
、
誕
生
会
を

盛
り
上
げ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
移
動
介
助
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
様
に
は
入
居
者
・
利
用
者
様
を
ホ
ー
ル
ま
で

ご
案
内
し
て
、
一
緒
に
歌
っ
た
り
と
最
後
ま
で
寄
り

添
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
貴
船
園
の
行
事
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
様
の
ご
協
力
に
よ
り
成
り
た
っ
て
い
ま
す
。
い

つ
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
感
謝
で
す
！ 

移動介助ボランティア様です 

ボランティアの皆様に支えられています 

浜木綿コーラス代表 
是石昌代様 

浜木綿コーラスの皆様 
と大合唱 

http://www.taka.jp/tada/category/kisetu/10gatu/l_img/donguri2.png
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防火防災避難訓練で 
 6月5日（木）貴船町自治連合会様と合同の防火防災避難訓練を行いました。平成22年に火災等災害時応援協定を
結び、毎年春・秋の実施には、多くの自治会員様に参加いただいております。今回は24名の自治会員様が参加され、
屋外での避難者の見守り、体調不良・移動困難の方の代役を車椅子に乗って務めていただきました。 
 消防署からの総括･講評では「地域と施設が一体となって訓練を実施している施設は珍しい。素晴らしいことで
す。」とお褒めの言葉をいただきました。さらに下関安全会議に於いては、これまでの功績に対して表彰状を頂きま
した。これからも貴船町自治連合会様と協力体制のもと、入居者様・利用者様の安全な生活を守れるように訓練を続
けていきます。 

自治会の皆様も消火訓練 
利用者様を安全な場所
へ誘導しています 貴船自治連合会様と記念撮影 

「
み
こ
し
と
貴
船
園
」 

 
 

 
 

貴
船
町
三
丁
目
自
治
会
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爲
次
郎
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は
じ
め
て
貴
船
園
に
「
み
こ
し
」

が
入
っ
た
の
は
、
三
十
年
く
ら
い
前

の
敬
老
の
日
か
ら
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
当
時
は
貴
船
町
三
丁
目
子
供
会

が
単
独
で
樽
み
こ
し
を
大
人
が
か
つ

ぎ
、
百
人
余
り
の
子
供
た
ち
の

『
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
』
の

か
け
声
で
賑
わ
っ
た
も
の
で
す
。
又
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
取
材
を
受
け
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
に
参
加

し
て
い
た
私
の
子
供
も
四
十
歳
を
過

ぎ
ま
し
た
。 

 

い
つ
の
頃
か
ら
か
貴
船
神
社
の
秋

祭
り
と
し
て
敬
老
の
日
に
合
わ
せ
て

九
月
十
五
日
の
行
事
と
し
て
定
着
し

て
い
た
の
で
す
が
、
最
近
は
国
が
連

休
を
重
視
し
て
い
る
た
め
日
程
が
定

ま
ら
ず
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。 

 

今
年
は
久
し
ぶ
り
に
九
月
十
五
日

の
敬
老
の
日
に
合
わ
せ
て
貴
船
神
社

の
秋
祭
り
が
行
わ
れ
貴
船
園
の
入
所

者
の
方
に
華
を
添
え
ら
れ
た
の
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
こ
数
年
子
供
達
の
数
は
少
な
く

な
っ
た
も
の
の
、
参
加
し
た
子
供
達

は
一
生
懸
命
大
き
な
声
を
張
り
上
げ
、

最
後
ま
で
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

と
て
も
可
愛
か
っ
た
で
す
ね
！
又
、

入
所
者
の
方
の
表
情
も
い
き
い
き
と

し
て
、
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 
来
年
も
必
ず
「
み
こ
し
」
が
入
り

ま
す
の
で
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く

だ
さ
い
。 

 今年は一大イベントである夏祭りが雨で中止になりましたが、9月15日（月）長寿を祝う貴船園敬老会が盛大に行
われました。今回は若草流若草会様が踊りで盛り上げてくださいました。午後からは、毎年恒例の貴船神社子供神輿
がやってきました。子供の声は周囲を清める効果があるといわれています。子供がお神輿を担いで町内を回るのはこ
のような効果があるようです。子供のかけ声が響き渡る賑やかな敬老の日となりました。 

 

みんなで記念撮影 

若草流若草会様 

敬老の日特別メニュー 
「ワッショイ♪ 

 ワッショイ♪」 

「お賽銭入れま～す♪」 

最高齢は103歳です 

地域と共に 
歩んでいます 

地域に支え 
られています 



米田 康綱様  97歳 
よねだ やすつな  

 ボランティア様に腕前についてお聞きすると「なかなか筋の良い人です、
腕前は一流ですよ」と、絶賛されていました。囲碁をされた後の表情は充実
感に満ち溢れています。これからも米田さんの思いを大切に、そして趣味の
囲碁を楽しみながら、毎日の生活に幸せを感じてもらえるように職員一同お
手伝いさせていただきます。 
 
 

  

 以前「あんた、囲碁を打たんかね?」と、なじみの男性職員を見つけて笑
顔で声をかけて来られたことがありました。職員は囲碁が出来なかった為、
将棋で対戦するも「もっと強い奴はおらんのか！」と言われ、こてんぱんに
負けてしまったそうです。 
 また、新聞を読んでいる時に囲碁の記事を見つけると「ハサミで切り取っ
てくれんか?」と言われたこともありました。普段の生活の中にも、囲碁に
対する情熱が伝わってきます。 

 

 そんな日本中を飛び周っていた米田さんですが、唯一の楽しみと言える物
が囲碁だったそうです。 
「主人は毎週日曜日には囲碁のテレビを見ていましたね。知り合いの方が
時々お相手に来て下さっていたんですよ。退職してからは、同じ勤め先の同
僚の方々との囲碁を楽しむ会があってね、年に1回のペースで参加していま
したね。」 
と、昔を懐かしむように、思い出話しを聞かせて下さいました。 

  奥様に米田さんの仕事や趣味の囲碁についてのお話を伺いました。 
「あの机はね、下関に引っ越して来た時に、本人用として書斎に置いていた
ものなんですよ。いつもあの机に向かって仕事をしていましたね。本人のテ
リトリーになっていましたよ。あの机の前に座ると気持ちが落ちつくみたい
ですね。」 
「主人は地方公務員ではなく、国家公務員でしたからね。出張が多かったで
すよ。東京に行ったり、長崎から横浜、横須賀へも行っていましたね。北海
道に行って来たとも本人は言っていましたよ。」 
 

 

 貴船園の特養に入居している米田康綱さん。囲碁が大好きで毎月1回、囲
碁インストラクターの資格を持つボランティア様が来園し、一緒に囲碁を打
つのを楽しみにされています。長年、公務員として働き重要な役職に就いて
おられたそうです。お部屋には現役時代に使用していた立派な机が置いてあ
り、入居する際に自宅から持ち込んだなじみの家具の一つだそうです。 

（特別養護老人ホーム介護職員 上本幸子） 

職員に気軽にあいさつを 
してくださいます米田さん 

 6月3日に山口県中型まき網漁業連合会様より、「瀬つき鯵」の寄贈がありまし
た。貴船園の玄関ホールで、入居者様が出迎え新鮮な瀬つき鯵を頂きました。み
なさん「立派やね、新鮮やね。」と手に取って眺めておられました。 
 新鮮な鯵は、調理室にてさっそく鯵の活き造りにしました。調理スタッフは昼
食に間に合うようにと鯵の頭を切り内臓を取る人、三枚おろしにする人と悪戦苦
闘。素晴らしい連携で、見る見るうちに18cm足らずの鯵が活き造りに変身しま
した。 
 鯵を召し上がられ、「身がプリプリやね、美味しいね。」と、今が旬の鯵を楽
しまれている様子でした。他にも、鯵のフライ、鯵の南蛮漬けなど様々な料理に
て提供させて頂きました。皆さんの笑顔を見て、旬の食材を食べることは、心に
も体にも潤いを与えてくれると実感しました。昔から日本で親しまれている鯵で
すが、鯵といえば…「たたき」を連想し、薬味に生姜、わけぎ、大葉を混ぜて、
利用者のみなさんも家庭で味わっていたことを思い出されたかと思います。 
 瀬つき鯵は山口県の日本海側で漁獲されます。エサの豊富な天然の岩礁（瀬）
に棲みつき、プランクトンやシラスなどのエサをたくさん食べることで脂がのっ
ています。 
 主に、萩・長門・下関に水揚げされ漁場から港までの距離が近いため鮮度が良
いことも美味しさのひとつです。         （管理栄養士 原絵利子） 

ボランティア様（右）と 
囲碁を楽しまれています 

毎日、職員と穏やかな
時間を過ごしています 

鯵の活き作りを 
どうぞ！！ 

ＮＨＫの取材 
が来ました 
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貴船園敬老会 

第一幼稚園来所 

アルクショッピング 

 ９月１０日（水） 

 ９月 ９日（火） 

 ９月１５日（月） 

 「次、いつでるの」という声も聞こえ、
そういった応援してくださる方々に支え
られ、やっと広報誌が完成しました。で
も、早速次号の準備をしなくては…まぁ
楽しんでやらせてもらっています。 
 今年は夏祭りが雨で中止になりました。
しかし、敬老会が盛り上がり利用者様も
喜ばれていました。 
 これからも、より良い広報誌になりま
すように努力致しますので応援よろしく
お願い致します。 
  貴船福祉ケアセンター広報委員会 

≪年度別≫ ≪事業所別≫  

貸借対照表(H26.3.31現在） （単位；円） 

（単位；円） 事業活動計算書(H25.4.1~H26.3.31) 
   　  勘定科目      金　額        勘定科目     金　額

   人   件   費   支   出 472,114,482    介　護　保　険　入 532,006,434

   経   費   支   出 124,412,705  医　療　保　険　収 入 6,882,750

   減   価   償   却   費 37,173,112    利用者等利用料収入 147,863,250

  そ の 他 事 業 収 入 4,323,444

 事 業 活 動 支 出 計 633,700,299    事 業 活 動 収 入 計 691,075,878

事業活 動 外 支 出 計 9,368,140    事 業 活 動 外 収 入 計 4,079,085

      (う ち 減 免 額) 2,960,288

   繰   入   金   支   出 2,305,001    繰　入　金　収　入 2,305,001

 そ の 他 特 別 損 失 1    そ の 他 の 特 別 収 入 0

  特   別   支   出   計 2,305,002    特　別　収　入　計 2,305,001

 

 支 出 の　合  計 645,373,441    収　入　の　合　計 697,459,964

   当期活動収支差額 52,086,523

   前期繰越収支差額 877,515,144

    次期繰越収支差額 929,601,667

Ｈ24年度 1 6 0 1 0 1 9件

Ｈ25年度 1 8 0 1 0 1 11件

設　備 説明・同意 財　産 その他 計
提供する

サービスの

内容

言葉遣い・

接遇マナー
特　養 短期入所 通所介護 訪問介護 訪問看護 居宅支援 計

Ｈ24年度 3 0 3 3 0 0 9件

Ｈ25年度 4 1 6 0 0 0 11件

   勘 定 科 目      金　額      勘 定 科 目      金　額

 流     動     資     産 479,485,907  流   動   負   債 20,863,743

 固     定     資     産 1,075,727,503  固   定   負   債 604,748,000

  　  (基本財産) 966,597,900  

  　(その他固定資産) 109,129,603  負  債  部  合  計 625,611,743

  次期繰越活動収支差額 929,601,667

(うち当期活動収支差額) 52,086,523

 純資産の部合計 929,601,667

 資   産   の   部  合計 155,213,410  負債・ 純資産の部合計 1,555,213,410

                資産の部                   負債の部

皆様から頂いた貴重なご意見を真摯に受け止め、今後のサービス改善に活かしていきます。 

済生会貴船福祉ケアセンター 平成25年度決算状況 

集 編 後 記 

 ホームヘルパーの仕事は、利用者様のご自宅に訪問し身体介護や日常生
活のお世話をするサービスです。利用者様が住み慣れたご自宅でこころお
きなく安心して生活をして頂けるように日々訪問しています。先日、週一
回の掃除サービスを利用されているM様の声をお聞きしました。 

 いつも優しい笑顔で迎えて下さるM様、温かい
お言葉有難うございます。 
 ヘルパーは日々利用者様と接していますが、
「待っていたよ」「また、来てね」「助かるよ」
と、なにげなくかけて下さる温かい言葉が励みに
なります。誰かが自分を必要とし、自分自身も喜
びを感じられるお仕事です。これからも、ヘル
パーがご自宅に訪問することで、利用者様が生活
に張りがでて、元気に過ごしていただけるようヘ
ルパーステーション一同、頑張っていきます。     
 （ヘルパーステーション介護職員 岡山悦子） 

  

 デイサービスでは、毎週金曜日にカラオケの時間を設けてい
ます。歌うことが大好きなご利用者様が多く、「上手じゃない
けど、声を出すこともリハビリだと思って歌いよるんよ」と、
歌う曲のリストと曲番号を控えた手帳を持たれている方もい
らっしゃいます。毎回、懐かしい曲などをなじみのご利用者様
と一緒に口ずさみ、自然と手拍子がおこります。 
 皆様で歌って、ストレスの発散と楽しい時間を過ごして頂け
るアットホームな雰囲気作りに努めています。 
            （デイサービス介護職員 岡崎歩）      

 「ちょっとちょっと」とエプロンの裾を引かれ振り向くと
「今度は何を作るんかね？」と利用者様の一言。ショートステ
イではアクティビティの一環として壁面飾り作りに力を入れて
います。皆様にも好評で積極的な参加を頂いているのですが、
この時は梅雨に向けて大量の紫陽花を作り上げた直後。キラキ
ラした瞳で次の題材を求める皆様に感謝の気持ち半分、プレッ
シャー半分。壁面担当者はアイデアを練り、今年の夏のテーマ
を「緑のカーテン」に決めたのでした。この作品のゴーヤのよ
うに、皆様がいきいきと元気にこの夏を迎えられることを願い
ながら。これからも職員一同心より皆様をお待ちしております。 
         （ショートステイ介護職員 田村香南子） 

夫婦で仲良くデュエット 緑のカーテンできました 

 何といっても私はヘルパーさんのおかげ
で元気でおられます。きれいにして頂いた
部屋は私を幸せな気持ちにしてくれます。
ヘルパーさんのアイデアが部屋のあちこち
にみられます。私には娘がいませんので、
今更ながら若いヘルパーさんがとても頼り
になります。歳をとるとあちこちに身体の
不具合がおこりますが、いろいろお話しが
出来て勉強になります。いろいろお世話し
て下さる方々にも感謝です。長生きしても
ちゃんと見守って頂ける安心感が私を元気
にさせてくれます。これからもよろしく。
頼りにさせて頂きます。 
 有難うございます。よろしくお願いしま
す。 

 「次、いつでるの？」という声も
聞こえ、そういった応援してくださ
る方々に支えられ、やっと広報誌が
完成しました。 
 しかし、早速次号の準備をしなく
ては…まぁ楽しんでやらせてもらっ
ています。 
 これからも、より良い広報誌にな
りますように努力致しますので応援
よろしくお願い致します。 
 貴船福祉ケアセンター広報委員会 

書初め 

芋ほり 

運動会 

紅葉見学（長府庭園） 餅つき 

防火防災避難訓練 

文化祭 

第一幼稚園来所 

みかん狩り（久山園） 

誕生会・演芸会 

玉葱植え 

第一幼稚園来所 

11月14日（金） 

11月25日（火） 

11月11日（火） 

11月19日（水） 

10月22日（水） 

11月10日（月） 

10月20日(月） 

11月 5日（水） 

第一幼稚園来所 

誕生会・演芸会 

クリスマス会 

12月16日（火） 

12月25日（木） 

12月11日（木） 

12月24日（水） 

10月 3日（金） 

10月17日(金） 

10月16日（木） 

誕生会・演芸会 

元旦・お屠蘇 

初詣（忌宮神社） 

 1月 2日（金） 

 1月15日（木） 

 1月 1日（木） 

 1月 5日（月） 

どんど焼き 


